
 

令和 3 年度 

第 6４ 回東京都中学校バドミント新人大会 

 

～ 強い東京をめざして ～ 
 

 

●期日：令和 3 年 

  11 月 20 日（土）団体戦 

11 月 23 日（火）個人戦 

 

 ●会場：11 月 20 日 葛飾区水元総合スポーツセンター 

  11 月 23 日 稲城市総合体育館 

 

 

 ●主催 東京都中学校体育連盟 

 

 ●後援 東京都バドミントン協会 

 

 ●主管 東京都中体連バドミントン競技部 

 

 ●協賛 ヨネックス（株）・（株）メトロ・（株）VICTOR SPORTS 

     （株）落合コーポレーション 



競技委員

大会顧問･･･････････横田和長／溝口千里

大会参与･･･････････田極政一郎／島 朝樹／渡辺英俊／千葉俊信

大会委員長････････新井博幸

大会副委員長･･･････中居光仁／原 善哉

総務部長･･･････････石原春彦

総務副部長･････････馬場公浩

競技役員長･････････鈴木 寛

競技副部長･････････青森一博

競技審判部長･･･････中尾佳彦

競技審判副部長･････吉田篤郎

大会委員･･･････････石井 誠／大森洋明／井上幸治／飯田 到／野中諒子／古谷 誠

中條洋一／関根裕昭／佐藤雄司／安井有介／大野絢加／氏井 聡

清水正人／今村吾朗／磯貝友美／合田洋平／小野寺達彦／芦澤歩夢

松本幸雄／洲鎌 修／下川勝久／髙寺 徹

大会実施上の規定
東京都中学校体育連盟バドミントン部

中学生として節度あるスムーズな大会の進行を期すため、応援者、卒業生なども含めて本部の指示、

及び次の規定を厳守すること。守れない場合には、出場停止を含む処分をする。

１ 受付

大会開始時刻までに参加校の引率者が必ず公印を押した参加確認書を提出し、受付を済ませる。引

率者が部活動指導員の場合は、部活動指導員確認書（校長承認書）も提出する。

２ 監督・部活動指導員・コーチ・外部指導者・引率者・助言者

（１）監督・引率者は出場校の校長・教員・部活動指導員とする。複数の教員が引率する場合は、１

名を監督、他の者をコーチとする。競技フロア内では監督証、コーチ証を常に着用する。

（２）部活動指導員については、学校教育法施行規則の一部を改正する省令の施行について(通知)(平

成２９年３月１４日付け２８ス庁７０４号)により、学校教育法施行規則第78号の2に示されて

いるものとする。また、参加確認書の所定欄に任命者を記入すること。

（３）外部指導者については次の条件をすべて満たし、大会本部が認めた者とする。

①当該校の校長の承認のもとで、継続的に部活動の指導にあたっている20歳以上の者で、当該年

度の運動部指導者証(ＩＤカード)の交付を受けている。

②参加確認書の所定欄に氏名を記入のうえ、受付時に運動部指導者証(ＩＤカード)を提示する。

競技フロア内では運動部指導者証(ＩＤカード)を常に着用する。運動部指導者証を申請中の場

合は、申請書のコピーを受付時に提示し、外部指導者証を受け取り、競技フロア内では常に着

用する。なおIDカードには写真を貼付すること。

（４）助言者は校長が承認した者とし、参加確認書の所定欄に氏名を記入し、競技フロア内では助言

者証を常に着用する。

（５）個人戦の引率については、日常指導している校長・教員・部活動指導員が引率できず、校長が

やむを得ないと判断した場合に限り、「東京都中学校体育大会監督・引率細則」により、学校

長が承認した者の引率による参加を認める。その場合、東京都中学校体育大会監督依頼報告書

を受け付け時に提出する。

書類は東京都中学校体育連盟のホームページからダウンロードすること。

①監督は校長が当該地区の専門委員、または都常任委員に所定の手続きをもって依頼し、当人の承諾を得

る。



②引率者は次の中から、校長が認めた者とする。

ⅰ当該校の学校職員（日常指導している校長・教員・部活動指導員以外）

ⅱ当該校の部活動を指導している外部指導者

ⅲ当該生徒の保護者

（６）校長・教員・部活動指導員以外の引率者には、監督の資格を認めない。依頼された監督の任務

は、会場における監督者会議への代理出席とその内容の伝達にかかわること（大会出場中の安

全管理も含む）のみとし、ベンチ入りはできない。

（７）監督・引率者は応援の者を含めて、最後まで責任をもって生徒を指導する。また，監督・コー

チ・外部指導者・助言者は、大会要項・競技規則・大会実施上の規定・本部の指示などを遵守

し、大会運営に協力する。

（８）大会に出場する参加校の引率者、監督、部活動指導員、外部指導員、助言者等は、部活動の指

導中における暴力・体罰・セクハラ等により、任命権者または学校設置者から懲戒処分を受け

ていない者とする。

３ 試合

（１）試合では常にフェアプレーを心がけ、行動を速やかにする。また、相手を威嚇したり、不快の念を抱かせな

いようマナーに注意する。

（２）汗ふき及び水分補給、靴ひもの締め直し、ラケットの交換等が必要な場合は、主審の許可を得

る。ただし、水分補給はフロアでの水分補給が認められている場合のみとし、入れ物はフタの

閉められるものとする。

（３）団体戦の試合前後には、選手と監督が整列し、あいさつをする。

（４）団体戦では、対戦相手が決まり次第速やかに本部にオーダーを提出し、選手は会場内に待機す

る。

（５）団体戦の１対抗を複数コートで行う場合、試合順にかかわらず団体の勝敗が決した時点で他の

試合を打ち切る場合がある。

（６）団体戦でコートサイドの選手席に入れるのは、当該校の登録選手及び監督・コーチ・外部指導

者とする。コーチ席にはそのうち２名以内とする。

コーチ席には公認審判員規程第３条第５項第６号を厳守し試合にふさわしい服装で臨み、体育

館シューズで入場すること。（スリッパ・サンダル・裸足は不可）

（７）選手はシャトルがインプレーでないときに限り、コーチ席より試合中にアドバイスを受けるこ

とができる。ただし、プレーの進行を遅らせてはならない。

（８）インターバルの時に競技区域内でアドバイスできるのは、当該校の監督・コーチ・外部指導者

・助言者・生徒1名のうち２名以内とする。

（９）インターバルを除いて、選手は主審の許可なくコートを離れることはできない。

（10）審判への質問については、審判員の判定に対して疑問のある場合は当該プレーヤーが、団体戦

の場合は当該プレーヤーと監督に限り質問することが認められる。ただし、抗議あるいは異議

であってはならない。

４ 服装

（１）頭髪、服装は大会の品位を損なわないものとし、さっぱり整える。服装は日本バドミントン協

会審査合格品とする。シャツは東京都中学校体育連盟バドミントン部認定のウェア（関東記念

ウェア過去３年まで）・白単色の襟付きについては、着用を認める。また、ウェアから極端には

み出すタイプのインナー等の着用は認めない。

（２）上衣の背中中央部には、縦20cm 横30cm の範囲内に校名(◯◯中とする)の表示をすること。ま

た、校名の下に姓を入れるのが望ましい。文字は日本文字（楷書）で明記すること。チーム内

に同姓がいる場合には名前の一文字目を小さく入れること。シャツの地色が黒または紺色と同

系色で、文字が見えにくい場合は文字を白色とする。

（３）ウェア（上衣）の裾はマナーとして下衣に入れること。

（４）健康器具などのネックレスや手首等にバンドなどを着用しての試合を禁止する。



５ 応援・会場使用

（１）応援は拍手のみを原則とし、会場全体の試合の妨げにならないようにする。フロアーでの写真

やビデオの撮影については原則不可とする。フロアーを除く会場内での撮影は許可するが、会

場の電源の使用はしない。報道機関や学校から依頼された業者（卒業アルバム等）等の撮影に

ついては、事前に競技役員に許可を取る。

（２）個人で撮影した画像や動画をＳＮＳなどを通じて、インターネット上に公開しない。

（３）空いたコートを勝手に使用しない。また、競技フロア内では試合の進行を妨げないように注意

する。

（４）体育館シューズと外履きの区別は会場の規定をしっかり守る。

（５）指定された場所以外には、絶対に立ち入らない。

（６）カン・ビン類、菓子類は一切持ち込まない。

（７）昼食は指定された場所でとる。ゴミは必ず持ち帰り、会場やその周辺には残さない。

（８）更衣室には荷物を放置しない。特に貴重品は各自又は学校ごとに管理する。

（９）その他、会場の使用にあたっては、会場の規定及び本部の指示に従う。

６ 審判

（１）試合に負けた学校及び本部より指定された学校の生徒は、ただちに、本部の指示に従って，指定された試合

の審判（主審・線審・得点表示）を担当する。

（２）審判は厳正にてきぱきと行う。疑問点は本部に問い合わせる。

（３）線審は一ヶ所に一名のみ着席し、明確に判定する。

（４）試合終了後はすぐに本部に用具（含シャトル）を返し、結果を報告する。

（５）会場内の付属物にシャトルが触れた場合にはフォルトとする。

（６）次の場合には棄権とみなす。

①怪我等で試合の続行が不可能な時。

②主審の判定に服さない時。

７ 危機管理対応

（１）各学校の引率者は、学校から会場までの往復の経路間での事故や災害（雷雨等）など緊急時の

連絡方法や避難場所、避難方法等の確認をする。

（２）会場内の避難経路を確認する。

（３）地震、火災等発生時は、本部や体育館担当者の指示に従って行動する。

（４）事故等が発生したら、本部へ連絡する。

（５）生徒の健康観察をしっかり行う。生徒の健康安全を第一に考える。

８ その他

（１）試合時間、コートなどが変更される場合があるので、常に進行の状況や放送に注意する。

（２）本部の指示に注意し、直ちに指示通りに行動する。

（３）その他、不明な点、疑問などは本部に問い合わせる。

（４）この規定は、2020年4月16日より実施する。

今大会では、引率など大会実施上の注意について多くの変更点があります。
詳しくは、東京中体連バドミントン部のホームページでご確認ください。



東京都中体連バドミントン大会における感染防止対策確認事項
・開閉会式、表彰式などは行わない、諸注意などの伝達事項は、事前に書面で配付する。

大会会場内に関する確認及び準備事項

（１）会場出入口等

・ドアを常時開放する（換気とドアへの接触を防ぐため）。

・開場時に人数を区切って入場させる

（事前にタイムテーブルを見て来場時間を１時間前とする）。

・下駄箱の利用を禁止する（各自ビニール袋で自己管理等を行う）。

・密を避けるため、組み合わせやタイムテーブルの貼付は行わない。

（２）トイレ、手洗い場所

・関係者が触れると考えられる場所（洗面台、ドアノブ等）をこまめに消毒する。

・洗面所には、石鹸（ポンプ型が望ましい）やアルコール等の手指消毒剤を用意する。

・手指乾燥機は使用しない。

（３）更衣室、食事・休憩・待機スペース（参加者）

・更衣室の使用範囲を更衣のみとする。

・更衣室の規模により、人数制限（定員）を決める。

・食事は大会会場では取らない

・参加者の待機スペースは、利用可能範囲を示し、使用場所を指定し席の移動を禁止する。

・定期的な消毒、運営物品や共用物等は、定期的に消毒を行う。

（４）競技会場

・遮光性に配慮の上、可能な限り窓や扉を開放して行う。

・窓や扉の開放ができない場合は、換気の悪い密閉空間とならないよう十分な換気を行う。その

際は、換気のタイミングや換気時間等を決め、事前に周知する。

・コートサイドには、選手が使用するカゴやドリンクケースを設置せず、各自バッグを持参させ、

飲み物も各自バッグに収容させる。

・コーチ席は設置しない。

・コートのモップ掛けは、ゲーム毎と試合終了後に行う。

・毎試合終了後、線審席・得点板等を消毒する。

（５）競技関係者及び競技中の確認事項

・主審、線審、得点係等は、マスクを着用する。審判の筆記用具は各自持参する。勝者サインも

自分の物で記入する。

・選手同士や審判員との握手は行わない。あいさつはショートサービスライン上に立って行う。

トスは、フィジカルディスタンスを確保して行う。

・コールは、必要最小限とする。⇒「プレイ」「フォルト」「レット」「ゲーム」等のみで行う。

⇒線審は、指定の合図を行い、コールをしない。（主審とのアイコンタクトが重要）

⇒得点板がある場合は、ポイントのコールをしない。

・シャトルの交換は、選手がシャトルを直接筒から取り出すか、選手が一定の距離にきたら、投

げて渡す。シャトルの交換時は、選手が回収ボックスに入れる。

（６）観客の管理

・観客の入場は今大会は認めない、会場内での諸注意等を事前周知する。

（７）ゴミの処理

・感染症拡大防止の観点から各自全て持ち帰り自宅で処分する。

大会参加者

（１）次の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせる

・体調がよくない、風邪症状（発熱・咳・倦怠感などの症状がある）

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる

・過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への

渡航又は当該在住者との濃厚接触がある



（２）マスクの持参・着用

・競技を行っていない時、会話をする時にはマスクを着用する。

（３）手洗い、アルコール等による手指消毒等による日常の感染症予防の実施

（４）他の参加者、大会関係者等との距離の確保（できるだけ2m以上）

（５）大きな声での会話や応援（声援）の禁止

（６）参加者把握のため、氏名・連絡先等の個人情報取得及び管理要項などで指定した様式にて当

日回収し、保管を行う

（７）感染防止のために主催者が決めた措置の遵守、主催者の指示に従う

大会当日の受付時に関する留意事項

主催者は、大会当日の受付時に参加者が密な状態となることを防止し、安全に大会を開催するため、

以下について配慮してください。

（１）受付場所には、アルコール等の手指消毒剤を準備する

（２）人が対面する箇所には、遮蔽物（アクリル板等）を設置する

（３）共用物品は定期的に消毒を行う

（４）プログラムや関係資料のなどは事前に交換便などで郵送する。

（５）発熱や咳など体調不良の症状がある人の入場制限を行う（必要に応じて検温）

大会参加者に関する留意事項

主催者は、感染拡大防止による大会運営方法や会場の使用方法等を大会参加者に周知してください。

（１）受付時に、参加確認書、同行者体調記録表を提出する。

（２）棄権時は、会場に行かず、電話等で連絡する。

（３）外履きは袋に入れ自分で管理し、下駄箱は使用しない。

（４）試合以外では、マスクを着用する

（５）更衣室では、着替えのみ

（６）更衣室は、密を避けるよう各自が心掛けて利用する。また、定員が設定されている場合は遵守

する

（７）観戦は、指定された場所や席、または距離を空けて行い、席を移動しない。

（８）観戦中の応援は、声を出さず拍手などで行う。席を移動しての応援はしない。

（９）ウォーミングアップは距離をあけて行う。

（10）コートへの入退場は、それぞれ指定された時間に、速やかにコートに集合する。

（移動の際は2m以上の間隔を空ける）

（11）コートサイドにはかごやドリンクケースは設置しないので、バッグ等を持参し、コートサイド

もしくは所定の場所に置き、ドリンクも各自のバッグに収容する。こぼした時は、モップ等で

拭きとる（自分のタオルを使用して拭かない）。

（12）ラケット・タオル等の用具の貸借はしない。

（13）床の汗拭きは、モップもしくは所定の用具を使用する。

（14）汗をコート内やコートサイドに投げない。

（15）シューズの裏を手で拭かない。

（16）意識的に試合中の声出しはしない。

（17）ゴミは全て持ち帰り自宅で処分する。

（18）自身の試合・役割（敗者審判等）が終了したら、観戦や応援をせず、速やかに帰宅する。

その他の留意事項

主催者は、大会関係者から感染者が発生した場合の備え、個人情報の取扱いに十分注意し、大会当

日に大会関係者から提出された書面や大会申込み用紙を１か月以上は保管し、速やかに確認・提出可

能な状態にしてください。

また、大会終了後に、大会関係者から感染症を発症したとの報告があった場合や会場周辺の生活圏

において感染拡大の可能性が報告された場合の対応方針について、開催自治体（保健センターなど）

とあらかじめ検討しておくことが必要です。
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田 中 珠 聡 長 谷 川 萌 香
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 受付
9:30 ＢＴ５
審判 BT6 BT7 BT8 BT9 ＢＴ10 ＢＴ11 ＢＴ12 ＢＴ13 教員

10:20 ＢＴ6 ＢＴ7 ＢＴ8 ＢＴ9 ＢＴ10 ＢＴ11 ＢＴ12

審判 BT5負
11:20
審判 BT６負 BT７負 BT８負 BT９負 BT１０負 BT１１負 BT12負 BT１３負

13:30 ＧＴ５
審判 GT6 GT7 GT8 GT9 GＴ10 GＴ11 GＴ12 GＴ1３ 教員

14:20 ＧＴ6 ＧＴ7 ＧＴ8 ＧＴ9 ＧＴ10 ＧＴ11 ＧＴ12

審判 GT5負

15:20
審判 GT６負 GT７負 GT８負 GT９負 GT１０負 GT１１負 GT12負 GT１３負

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 受付
9:30 ＧＳ１ ＧＳ２ ＧＳ３ ＧＳ４ ＧＳ５ ＧＤ１ ＧＤ２ ＧＤ３ ＧＤ４ ＧＤ５

審判 GS6 GS8 GS9 GS10 GS11 ＧＤ６ ＧＤ７ ＧＤ８ ＧＤ９ ＧＤ１０

9:50 ＧＳ６

審判 GS7

10:00 ＧＳ７ ＧＳ８ ＧＳ９ ＧＳ１０ ＧＳ１１ ＧＤ６ ＧＤ７ ＧＤ８ ＧＤ９ ＧＤ１０

審判 GS１２ ＧＳ１３ ＧＳ１４ GS4敗者＋教員 GS5敗者＋教員 GD1敗者 GD2敗者 GD３敗者 GD４敗者 GD５敗者

10:30 ＧＳ１２ ＧＳ１３ ＧＳ１４ ＧＤ１１ ＧＤ１２ ＧＤ１３

審判 GS１・６敗者 GS２・８敗者 GS３・９敗者 GD６敗者 GD７敗者 GD８敗者

11:00 ＧＳ１５ ＧＳ１６ ＧＳ１７ ＧＳ１８ ＧＤ１４ ＧＤ１５ ＧＤ１６ ＧＤ１７

審判 GS7・１２敗者 GS８・１３敗者 GS９・１４敗者 GS４・１０敗者 GD１１敗者 GD１２敗者 GD１３敗者 GD９敗者

11:30 ＧＳ１９ ＧＳ２０ ＧＤ１８ ＧＤ１９

審判 GS１１・１２敗者 GS１３・１４敗者 GD１５敗者 GD１０敗者

12:00 ＧＳ２１ ＧＳ２２ ＧＤ２０ ＧＤ２１

審判 GS１５・１６敗者 GS１７・１８敗者 GD１４・１５敗者 GD16・１７敗者

13:30 ＢＳ１ ＢＳ２ ＢＳ３ ＢＳ４ ＢＳ５ ＢＤ１ ＢＤ２ ＢＤ３ ＢＤ４ ＢＤ５

ＢＳ６ ＢＳ７ ＢＳ８ ＢＳ９・１０S BS１１・１２S ＢＤ６ ＢＤ８ ＢＤ９ ＢＤ１０ ＢＤ１１

13:50 ＢＳ６ ＢＳ７ ＢＳ８ ＢＤ６

ＢＳ１４ ＢＳ１５・１６S BS３敗者＋教員 ＢＤ７

14:00 ＢＳ9 ＢＳ10 ＢＳ11 ＢＳ12 ＢＳ13 ＢＤ７ ＢＤ８ ＢＤ９ ＢＤ１０ ＢＤ１１

BS1・６敗者 BS2・７敗者 BS３・８敗者 BS４敗者＋教員 BS５敗者＋教員 BD１敗者 BD２敗者 BD３敗者 BD４敗者 BD５敗者

14:30 ＢＳ１4 ＢＳ１５ ＢＳ１６ ＢＤ１２ ＢＤ１３ ＢＤ１４

BS６・９敗者 B S７・１０敗者 BS８・１１敗者 BD７敗者 BD８敗者 BD９敗者

15:00 ＢＳ１7 ＢＳ１８ ＢＳ１９ ＢＳ２０ ＢＤ１５ ＢＤ１６ ＢＤ１７ ＢＤ１８

B S９・１４敗者 BS１０・１５敗者 BS１１・１６敗者 BS４・５敗者 BD１・２敗者 BD３・４敗者 BD５・６敗者 BD１０・１１敗者

15:30 ＢＳ２1 ＢＳ２２ ＢＤ１９ ＢＤ２０

BS１２・１３敗者 BS１４・１５敗者 BD１６敗者 BD１７敗者

16:00 ＢＳ２3 ＢＳ２4 ＢＤ２１ ＢＤ２２

BS１７・１８敗者 BS１９・２０敗者 BD１５敗者 BD１８敗者

GT２負 GT３負 GT４負

＜団体戦＞

令和３年度　東京都新人大会　タイムテーブル（予定）

葛飾区水元総合スポーツセンター

ＢＴ１ ＢＴ３ ＢＴ４ＢＴ２

11月20日（土）
すべて15点３ゲームマッチ（デュースあり）を予定

入れ替え　女子受付

ＢＴ１４ ＢＴ１５

ＧＴ２ ＧＴ４ＧＴ１

ＢＴ１６ ＢＴ１７

9:00

ＢＴ13
BT1負 BT２負 BT３負 BT４負

感染症対策のため、換気・消毒の時間を設ける場合があります。

入れ替え　男子受付

9:00

13:00

ＧＴ３

＜個人戦＞

13:00

ＧＴ１４ ＧＴ１５ ＧＴ１６ ＧＴ１７

稲城市総合体育館

ＧＴ13

11月23日（火）
全試合１５点３ゲームマッチ（デュースあり）を予定

GT1負



主審のコールの仕方 
① 最初のサービングサイドとレシービングサイドを決めるとき 「トス（じゃんけん）をしてください」 
② プレーヤーを紹介するとき…省略 
③ マッチ（試合）を始めるとき→「ラブ・オール、プレー」 
④ フォルトが起きたとき→「フォルト」（明らかなときは省略してよい） 
レシーバーのフォルト→「フォルト、レシーバー」   サーバーのフォルト→「フォルト、サーバー」 
⑤ レットにするとき→「レット」 
⑥ サービングサイドがラリーに負けて、相手側のサービスになるとき 
「サービス・オーバー」（必要なら、手で新しいサーバーと正しいサービスコートを指す） 
⑦ スコアをコールするときの例 

（１） サービングサイドのスコアが８、レシービングサイドのスコアが３ 「エイト・スリー」 
（２） ５対５の同点→「ファイブ・オール」 
（３） 第１ゲーム（または第２ゲーム）で、一方のサイドのスコアが11 点に達した 
とき(11-8 の場合)→「（サービスオーバーのときは、「サービス・オーバー」と言ってから）11-8 、インターバル」 

（４） 60 秒のインターバルが40 秒経過→「～コート、20 秒（２回繰り返す）」 
（５） インターバルが終わったら→「11-8、プレー」 
（６） サービングサイドがあと１点でゲームが終了するとき(例20-14の場合) 「20ゲーム・ポイント・14」 
（７） サービングサイドがあと１点でマッチ（試合）が終了するとき 「20 マッチ・ポイント・14」 
（８） スコアが20 点オールになったとき→「20オール」 
（９） 一方のサイドのスコアが 29 点に達したとき(例 29-28の場合) 「29 ゲーム・ポイント（またはマッチ・ポ

イント）・28」 
⑧  第１ゲームが終了したとき 
 例 Ｘさん（Ａ中学校）が21対18で勝った 
「ゲーム（ストップウォッチをON にする） 、ファースト・ゲーム・ワン・バイ・Ｘさん、Ａ中学校、21－18（１
ゲーム目21対18でＸさん、Ａ中学校の勝ちです）」 

⑨ エンドを交替させるとき→「チェンジ・エンズ」 
⑩ 120 秒のインターバルで100 秒経過したとき→「～コート、20 秒（２回繰り返す）」 
⑪ 第２ゲームを始めるとき「セカンド・ゲーム、ラブ・オール、プレー」 
⑫ 第２ゲームが終了して、第３ゲームに入るとき 
 例 第１ゲームで負けたＹさん（Ｂ中学校）が21対15で第２ゲームに勝った 
「セカンド・ゲーム・ワン・バイ・Ｙさん、Ｂ中学校、21－15、ワン・ゲーム・オール」 

⑬ 第３ゲームを始めるとき→「ファイナル・ゲーム、ラブ・オール、プレー」 
⑭ 第３ゲームで、一方のサイドが11 点になったとき 
「11 －?、チェンジ・エンズ、インターバル」、（移動後）「プレー」 
⑮ マッチ（試合）が終わったとき 
例 Ｘさん（Ａ中学校）が21対18、17対21、21対10 でマッチ（試合）に勝った 
「マッチ・ワン・バイ・Ｘさん、Ａ中学校、21－18、17－21、21－10（この試合は、21－18、17－21、21－10で、

Ｘさん、Ａ中学校の勝ちです）」 
⑯ 一方のサイドが棄権してマッチ（試合）が終了したとき 
 例 Ｙさんが棄権して、Ｘさんがマッチに勝った 
「Ｙさん、Ｂ中学校、棄権。マッチ・ワン・バイ・Ｘさん、Ａ中学校（全スコア）」 

⑰ 違反したサイドを呼んで 
（１） 警告を宣告するとき→「ウォーニング・フォー・ミスコンダクト」 
（２） フォルトを宣告するとき→「フォルト・フォー・ミスコンダクト」 

⑱ 一方のサイドが失格してマッチ（試合） が終了したとき 
 例 Ｙさんが失格して、Ｘさんがマッチに勝った 
「Ｙさん、Ｂ中学校、失格。マッチ・ワン・バイ・Ｘさん、Ａ中学校（全スコア）」 

⑲ 線審が明らかに間違った判定をしたと認めたとき 
（１） シャトルがインのとき→「コレクション・イン」 
（２） シャトルがアウトのとき→「コレクション・アウト」 

その他 

① シャトル交換が必要かどうかは主審が決定します。（試し打ちはさせないでください） 
② マッチ(試合)中のけがや病気の場合、必要なら本部の先生をコートに呼びます。もし出血がある場合、出血が止まるま
で、あるいは傷が保護されるまでゲームを遅らせます。その際、本部の先生が主審にプレー再開の指示をします。 

③ 近隣のコートからシャトルが飛んできたとき、邪魔になったり、気をひかないようなら「レット」は、コールしなくて
かまいません。 
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勝者署名 主審署名 コール時間15 : 00 チェック時間 15 : 26

伊　　藤 山　　本

新井博幸伊　藤

山本

伊藤

1817 1812 13 14 15 1610 1196 7 82 3 4 5山本 0 1

19 20 21 2117 1815 1610 11 12 13 147 8 95 6伊藤 S 0 1 2 3 4

2221 22

24

山本

21 22 23 24

19 2016 17 1812 13 14 159 10 116 7 83 4 50 1 2

18 19 2016 1713 14 1510 11 127 8 95 61 2 3 4

0

第
二
ゲ
ー

ム

第
三
ゲ
ー

ム

/Eブロック

S 0

決勝 西 大 和 六 中

第
一
ゲ
ー

ム

伊藤

L
・
R

2 赤一中21 18

本 町 五 中/

コート 審判校名

女子シングルス
30 L

・
R

2

24 22

Aブロック

ス　コ　ア　シ　ー　ト
平成26 東京都新人 東京都中学校体育連盟バ ドミ ント ン部

種　目　 試合番号 オーダー 選  手  名  ・  所  属 ス　コ　ア 選　手　名　・　所　属

●警告の対象となる行いの例：

＊ネット、床をラケットでたたく ＊なかなかレシーブにつかない。 ＊主審の許可なく水を飲んだ。

→異なる種類の警告でも警告2回目はフォルトになる。 （ダブルスではパートナーの分も含む）
＊警告W、フォルトFや中断Sがあった時は、その得点の次のマスに記号を入れて下さい。
●ダブルス用のスコアシートでシングルスのスコアをつける時は上段のみ使用する。

現行の書き方ではシングル

スの場合、Rは入れない。得
点の０は両者に入れる。

21点目の次のマスは
空欄で何も書かない。

見やすくするため次の段

につづきは書きましょう。
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1 2 3 4 5 6 8 11 14 15 16 18 19 21

R 0 7 9 10 12 13 17 20 21

S 0 2 4 7 8 10

1 3 5 6 9 11 11

1 2 3 4 5 6 11 12 13 14 15 20

S 0 7 8 9 10 16 17 18 19

R 0 7 8 9 13 14 15 16 17 18

1 2 3 4 5 6 10 11 12 19 20

22 24 26 28 29

21 23 25 27 29

21 23 25 27 29

22 24 26 28 30 30

1 2 3 4 5 5

R 0

3 4 5 6 7 8 9 10 キケン ○○選手　キケン

S 0 1 2 10

勝者署名 佐藤、田中 主審署名 溝口　千里 コール時間 9 : チェック時間 9 :

東 京都中学校体育連盟バ ドミ ント ン部

/

L
・
R

鈴 木

高 橋
武 蔵 二 中 / Dブロック

1 中村中

種　目　 試合番号 オーダー 選  手  名  ・  所  属 ス　コ　ア 選　手　名　・　所　属 コート 審判校名

本 郷 一 中 Bブロック

2 1
棄権

21

29

5

11

複２
L
・
R

30

10

第
一
ゲ
ー

ム

佐藤（本郷一中）

田中（本郷一中）

鈴木（武蔵二中）

高橋（武蔵二中）

田中（本郷一中）

鈴木（武蔵二中）

平成26 東京都新人
ス　コ　ア　シ　ー　ト

男子団体
1

1回戦

佐 藤

田 中

15 41

高橋（武蔵二中）

第
三
ゲ
ー

ム

佐藤（本郷一中）

田中（本郷一中）

鈴木（武蔵二中）

高橋（武蔵二中）

第
二
ゲ
ー

ム

佐藤（本郷一中）

田中の欄０の横に１，

２、３・・・と続けて書く

間違いが見受けられ

延長ゲームになる時は20-
20のところで「／」を入れる。
隣のマスは見やすくするた

め次の行に21点目を記入
しましょう。

勝者名を○で囲

最初に審判から

見て右にいる側

はR、左にいる側
はLを○で囲む。

両端に得点を記入

し、得点の間に「／」

を入れ○で囲む。

21点目の次のマスは
空欄にする。

最初のサーバーはゲームご

とに変えられるので確認して

下さい。







 

 



 



公式FBページ

お得な情報盛りだくさん!!

ご利用下さい
公式ツイッター公式LINE公式アプリ

勝利の方程式

　    「笑顔」
チャンスはピンチの顔をしてやってくる。


